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昨
年
、
１２
月
２‐
日
、
上
県
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
佐

須
奈
シ
ル
バ
ー
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
主

催
に
よ
る
高
齢
者
二

人
暮
ら
し
・

高
齢
者
夫
婦
）
を
対
象
と
し
た
「ク

リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
、
平
成
８
年
か
ら
佐
須
奈

地
区
対
象
者
３０
名
と
シ
ル
バ
ー
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
会
員
で
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は

「１０
周
年
を

記
念
」
し
て
、
上
県
町
内
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。
佐
須
奈
シ
ル
バ
ー

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
川
崎
隆
会
長
に

よ
る
と
、
こ
の
事
業
は

「財
団
法

人
ユ
ニ
ベ
ー
ル
財
団
」
よ
り
助
成

を
受
け

「今
後
の
活
動
に
期
待
」

を
条
件
に
助
成
決
定
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

当
日
は
、
１
２
４
名
の
参
加
が

あ
り
、
キ
ヤ
ン
ド
ル
点
灯
式
か
ら

始
ま
り
、
く
す
玉
割

（最
年
長
者

・

日
高
サ
カ
エ
さ
ん

９‐
歳
）
そ
の
後
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
登
場
で
会
場
は

盛
り
上
が
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
配
ら
れ
、
皆
さ
ん
大
喜

び
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
佐
須
奈
琴
友
会

】
美

津
島
愛
好
会
合
同
の
大
正
琴
、
寿

川
会
に
よ
る
舞
踊
、
ひ
ま
わ
り
会

に
よ
る
紙
芝
居
、
詩
吟
等
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
ケ

ー
キ
を
持
ち
帰
る
姿
は
、
ま
る
で

子
供
の
よ
う
な
笑
顔
で
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。

叉
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
黄
同
じ

ご
協
力
下
さ

っ
た
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

は
４０
名
以
上
―
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の

皆
様
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

魚舞踊仰i泰ギ

去
る
１２
月
１５

，
‐６
日
の
２
日
間
、

上
県
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（喜
多
の
苑
）
に
お
き
ま
し
て
、
ク

リ
ス
マ
ス
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
通
わ
れ
て
い
る
利
用
者

も
、
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
の
中
、

幼
少
の
頃
を
思
い
出
し
た
か
の
よ

う
に
楽
し
い
１
日
を
過
ご
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
各
種
行
事
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
利
用
者
が
快
適

に
過
ご
さ
れ
る
よ
う
な
施
設
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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平
成
１７
年
１２
月
１１
日
（日
）
峰
町

運
動
公
園
や
野
球
場
に
お
い
て
、

長
崎
県
共
同
募
金
会
対
馬
市
支
会

峰
町
分
会
の
主
催
で
峰
町
ふ
れ
あ

い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
育
成
会

・
東
部
中
学

校

，
西
部
中
学
校

白
各
地
区

・
福

祉
団
体
等
よ
り
３‐
チ
‐
ム
ー
７
２

名
の
参
加
が
あ
り
、
優
勝
を
狙
う

チ
ー
ム
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い

る
チ
ー
ム
と
様

々
で
し
た
が
、
寒

さ
を
忘
れ
て
ゲ
ー
ム
に
熱
中
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
終
わ
り

に
は

「来
年
は
暖
か
い
時
期
に
し

て
下
さ
い
。
」
と
い
う
声
が
出
て

お
り
ま
し
た
。

去
る
、
平
成
１７
年
１１
月
５
日
～

２５
日
に
か
け
て
、
週
１
回
延
べ
計

４
日
間
、
美
津
島
町
難
知
の
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
で
、
平
成
１７
年
度
対

馬
市
転
倒
予
防
教
室
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
養
成
研
修
会
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
事
業
の
目
的
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者

の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
推

進
を
行
い
、
高
齢
者
に
対
す
る
転

倒
骨
折
予
防
体
操
の
普
及
と
地
域

リ
ー
ダ
ー

（ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
）
の

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

対
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
、
各
地
区
の
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
よ
り
２８
名

の
委
員
の
方
々
に
参
加
を
い
た
だ

き
、
講
義

・
実
技
を
通
し
て
、
高

齢
者
の
介
護
予
防
や
転
倒
予
防
に

関
す
る
知
識
を
学
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、

「健
康
の
保

持
や
命
の
保
護
の
大
切
さ
を
痛
感

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
」

「今
後

も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
欲

し
い
。
」
な
ど
と
い

っ
た
感
想
が

あ
が

つ
て
い
ま
し
た
。
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去
る
、
平
成
１７
年
１２
月
２７
日

（火
）
、

豊
玉
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
と
豊
玉
高

校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ

い
食
事
会
が
開
催
さ
れ
、
対
馬
市

保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
さ
ん
の

協
力
の
も
と
に
血
圧
の
測
定
や
健

康
相
談
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る

一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
で
す
が
、
地
域
間

の
相
互
協
力
が
希
薄
化
す
る
中
、

今
回
の
企
画
に
よ
り
若
者
と
の
相

互
の
交
流
が
図
ら
れ
、
心
が
和
む

場
面
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

高
校
生
の
手
作
り
の
雑
煮
を
食
ベ

な
が
ら
、
高
齢
者
の
方
は
昔
話
に

花
を
咲
か
せ
て
く
れ
て
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。

年
後
か
ら
の
ふ
れ
あ
い
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ヨ
ン
で
は
、
笑
い
が
絶
え

ず
日
頃
の
寂
し
さ
も
吹
き
飛
び
、

「あ
り
が
と
う
。
者
ま
た
来
年
も

会
い
ま
し
よ
う
ね
。
≡
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
。
」

と
い
う
言
葉
が
自
然
と
出
て
き
て

い
ま
し
た
。
生
徒
に
と
っ
て
も
独

居
高
齢
者
に
と
つ
て
も
、
思
い
出

深
い
心
温
ま
る
有
意
義
な

一
日
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

去
る
、
平
成
１８
年
１
月
１７
日
（火
）
、

豊
玉
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「独
居
高
齢
者
　
男
の
料
理
教
室
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
近
年
は
、

小
子
高
齢
化
が
進
み
過
去
に
あ
っ

た
隣
人
愛
も
影
を
ひ
そ
め
て
い
る

社
会
へ
移
行
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
男
性
の
独
居
世

帯
も
増
加
し
大
き
な
福
祉
課
題
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
回
の
料

理
教
室
は
、　
一
人
暮
ら
し
で
の
食

事
の
改
善
指
導
や
相
互
交
流
す
る

こ
と
に
よ
る
引
き
こ
も
り
の
防
止

や
生
き
が
い
支
援
の
目
的
を
も
っ

て
企
画
し
て
い
ま
す
。
今
回
参
加

さ
れ
た
方
は
、
１０
人
程
度
で
し
た

が
、
比
較
的
元
気
で
活
発
に
料
理

の
手
さ
ば
き
も
素
晴
ら
し
い
人
が

多
か

っ
た
よ
う
で
す
。

時
折
で
る
冗
談
ば
な
し
で
盛
り

上
が
り
、
楽
し
い
料
理
教
室
と
な

り
ま
し
た
。
講
師
に
は
対
馬
市
社

協
厳
原
支
所
の
小
日
米
養
士
さ
ん

に
お
願
い
し
て
お
り
、
料
理
の
仕

上
が
り
を
み
て

「皆
さ
ん
手
際
が

い
い
で
す
ね
。
」
と
絶
賛
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

交
流
会
で
は
、
お
腹
が
ね
じ
れ

る
く
ら
い
の
笑
い
が
で
て
、
「参
加

し
て
よ
か
つ
た
」

「ま
た
参
加
し

，
た
い
」

「大
変
楽
し
か
っ
た
」
と

喜
び
に
満
ち
溢
れ
た
感
想
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
今
回
参
加
で
き
な

一
か
っ
た

一
人
暮
ら
し
の
男
性
高
齢

！
者
の
皆
さ
ん
、
次
回
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
よ
。
　

（笑
）
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去
る
、
平
成
１７
年
１０
月
２５
日
、

会
員
の
健
康
保
持
と
お
互
い
の
交

流
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

豊
玉
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
お
い

て
、
第
２
回
対
馬
市
老
人
ク
ラ
ブ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
各
支
部
よ
り
選
抜
さ

れ
た
２４
チ
‐
ム
で
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
全
国
離
島
交
流
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
親
善
大
会
が
終
了
し
て

間
も
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ど
の
ヨ

ー
ト
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
試
合
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
上
県
町
の
霧
島
チ

ー
ム
と
厳
原
町
の
曲
Ｂ
チ
ー
ム
が

優
勝
の
栄
光
を
か
け
て
対
戦
し
、

結
果
１５
対
１０
の
ス
コ
ア
で
見
事
、

上
県
町
の
霧
島
チ
ー
ム
が
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。

00080

ゑ曲場書の箸さん

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【混
成
の
部
】

盤

ン

【女
性
の
部
】

▲よ～く狙つて |

高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
し、
づ

く
り
を
支
援
し
、
気
軽
に
で
き
る

高
齢
者
向
け
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
曽

及
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

（財
）
長
崎
県
す
こ
や
か
長
寿
財
団

主
催
に
よ
る

「第
２
回
ペ
タ
ン
ク

交
流
対
馬
大
会
」
が
、
１１
月
２
国

豊
玉
町
総
合
運
動
公
国
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
さ
わ
や
か
な
秋
空
の

下
、
市
内
よ
り
約
１
１
０
名
の
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
が
参
加
さ
れ
競
技

を
行
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
自
分

の
投
球
し
た
ボ
ー
ル
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
に
悪
戦
苦
闘
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

闘
目
目

0

謂

，

〉
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去
る
、
平
成
１７
年
１１
月
６
国
（日
）

豊
玉
町
パ
ー
ル
ド
ー
ム
に
お
き
ま

し
て
、
社
会
福
祉
法
人
米
寿
会
の

主
催
で
第
５
回
対
馬
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
障
害
の
あ
る
方
々
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
障
害

の
あ
る
方
々
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

み
と
喜
び
、
そ
し
て
、
社
会
参
加

の
推
進
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
大

会
で
、
当
日
約
５
０
０
名
の
方
々

が
参
加
さ
れ
、
箱
つ
み
競
争

・
障

害
物
競
走
な
ど
様
々
な
競
技
で
盛

り
上
が
り
、
参
加
者
も
笑
い
溢
れ

る
楽
し
い

一
日
を
過
ご
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

尚
、
大
会
に
は
、
対
馬
市
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
の
会
員
７４
名
が

「ふ
れ
あ
い
事
業
」
の

一
環
と
し

て
参
加
さ
れ
、
各
参
加
者
と
の
ふ

れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

去
る
、
平
成
１７
年
＝
月
１５
日
美

津
島
町
あ
そ
う
ベ
イ
パ
ー
ク
で
、

第
２
回
対
馬
市
老
人
ク
ラ
ブ
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
約
１
８
０
名
の
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
が
参
加
さ
れ
、
終
日
、

和
や
か
に
競
技
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
時
折
、
大
き
な
歓
芦
と
と

も
に
、
コ
ー
ス
か
ら
は
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
も
飛
び
だ
す
場
面
も
あ
り
、

参
加
者
全
員
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【団
体
戦
】

日

昌

目

目

昌

目

□

　

　

日

暑
（福
寿
会
テ
ー
ム
…
上
対
馬
）

目
（日
吉
台
テ
ー
ム
…
厳
　
原
）

Ｅ
Ｅ
ロ
（大
浦
テ
ー
ム
…
…
上
対
馬
）

▲米国理事長の開会あいさつ

▲参力B者の曽さん

▲曽さん真貸」です▲玉ころがしゲームの様子▲障害物競走の様子

▲ナイスショット1!▲表彰式の様子
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社
会
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
、

多
く
の
方
々
か
ら
ｂ
温
ま
る
善

意
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
、
ご
芳
者

（敬
称

皓
）
を
掲
載
し
、
譲
ん
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
裏
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
寄

付
金
は
、
各
種
福
祉
事
業
や
地

域
福
祉
活
動
の
推
進
の
た
め
に
、

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

罰
に
あ
り
が
と
う
む
ざ
い
ま

し
た
。

（平
成
１７
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１７
年
１２
月
末
分
）

▼
米

▼
竹

▼
森

▼
中

▼
山

▼
修

▼
武

▼
藪

▼
平

▼
浜

c末 ご行ぞ下こ原ご山ご内e田

主和“ぅ倉夫絹rill用崇忠花ま兵浩
末
義
行
男
束
代
原
子
山
昭
内
子
田
文

ぞ岡ぞ留こ坂こ柳ぞ田

等幸泉庫六じ善写善義
岡
悪
留
久
坂
コ
柳
江
田
和

ぞ藤ぞ租書井官 ぞ 尾

善清友義主五農安兵疑

沓安督暑:雪宮啓得旨をC宮旨督『景督
ご ぞ 司

畠敏庄雅

子
司
~

c辺 官山こ田

長重圭和歎者

辺実山嘉田コ

ご田ぞ伯こ並c tt c山ぞ山

阜久佐昭六じ当
武圭譲内斎

田
江
伯
人 並 子 近

夫
山
二
山
郎

▼
庄

▼
一局

▼
島
　
本（亡

▼
米
　
国（亡

▼
阿
比
留（亡

▼
緒
　
方（亡

▼
濱
　
崎（亡

▼
島
　
居（亡

▼
白
　
石（亡

▼
小
茂
田（亡

▼
小
　
宮（亡

▼
春

▼
主再

▼
八

▼

本ヽ
▼
寺

（唐
舟
志
）

カ
　
ツ
）

（大
増
）
精
）

（佐
賀
）

政
太
郎
）

（青
海
）

浦
　
雄
）

官
一根
）

由
不
　
　
一　）

（千
尋
藻
）

前以
　
　
士
心
）

（田
）
梅
　
代
）

（嵯
峨
）
一　

雄
）

（仁
位
）

童
［　
一一一）

（位
之
端
）

国
　
男
）

（鑓
川
）

浜
　
子
）

（佐
保
）

前以
　
　
士
心
）

（峰
町
佐
賀
）
肇
）

（佐
保
）

カ
　
メ
）

（田
）
敏
　
夫
）

（田
）
範
　
子
）

（仁
位
）

信
　
輝
）

（佐
保
）

道
　
佐
）

（嵯
峨
）

タ
　
ネ
）

▼
上

▼
本ヽ

▼
松

▼
黒

▼
永ヽ

▼
東

▼
徳

▼
山

▼
犬

！
▼
き
抑

▼
西

▼
本ヽ

▼
長

▼
土

▼
久

▼
斉

（西
里
）

君
　
代
）

（久
田
）

勝
　
子
）

（大
手
橋
）

政
　
子
）

（西
里
）

活
　
郎
）

（豆
殴
）

正
　
幸
）

（峰
町
佐
賀
）

博
　
義
）

（奏
こ佐
　
七
）

（鰐
浦
）

幸
　
夫
）

（泉
）
泰
　
弘
）

（比
田
勝
）

和
　
宏
）

（福
岡
市
）

利
　
代
）

（西
泊
）

富
　
子
）

（由一里
）

春
）

（佐
護
）
一　

寛
）

（志
多
留
）

ナ
　
ル
）

（樫
滝
）

素
　
直
）

（佐
護
）
績
）

（久
原
）

静
　
野
）

（佐
護
）

ス
　
エ
）

（犬
ヶ
浦
）

敏系
　
　
ヨ自
）

（佐
須
奈
）

キ
　
ヨ
）

（飼
所
）

ミ
ツ
エ
）

（櫛
）
サ
ト
コ
）

官
一根
）

栄
　
代
）

（志
多
賀
）
親
）

（厳
原
）

廣
　
柴
）

（櫛
）
正
　
幸
）

▼
築
　
城（亡

▼
根
　
津（亡

▼
藤
　
川（亡

▼
一一一　
苫（亡

▼
小
　
川（亡

▼
横
　
瀬（亡

▼
苦
　
田（亡

▼
阿
比
留（亡

▼
井

（亡
！

▼
根
　
津（亡

▼
根
　
津（亡

▼
仁

位
ャ

（亡

▼
波
多
野（亡

▼
平
　
江（亡

（難
知
）

昭
　
子
）

（小
船
越
）

ンヽ
　
カ
）

（小
船
越
）

ヨ
　
ネ
）

（久
須
保
）

一房
　
雄
）

（難
知
）

吉
太
郎
）

（賀
谷
）

マ
ス
エ
）

（竹
敷
）
静
）

（大
船
越
）

ハ
ツ
子
）

（犬
吠
）

キ
　
ク
）

（難
知
）
一　

雄
）

（難
知
）

馬

（豆
殴
）

尾
　
リ
　
イ
）

六

（久
田
）

サ
　
ワ
）

代

（西
里
）

井
　
福
太
郎
）

和

（豆
殴
瀬
）

和
　

ミヽ
ヤ
子
）

来

（下
原
）

藤
　
ユ
ク
こ

i香督畳iを置を勝督勝 雷宮讐:母岳含|1贅宮雷年雇彗轡春暑

本 こ 亀 こ 束 ぞ 田 こ 示 ぞ 山 官 瀬 ぞ 木 ぞ 井 ぞ 瀬 官 迫

博主 英初山政ち、勝業雅兵勝皇ョ私昭兵英上昭
幸
井
静
束
買
田
臣
宮
美
山
美
瀬
也
木
子
丼
雄
瀬
昭
迫
信

▼
内

▼
平

▼
宮

▼
八

▼
佐

▼
早

▼
（株
）
サ

イ

キ
　
　
（難
知
）

▼
坂
　
本
　
好
　
市（厳
原
町
宮
谷
）

▼
日
吉
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ

　

　

（厳
原
町
西
里
）



欄ヰ齢総齢鞭曙耶鞭響鰯熱憲趣キ窪鶴鐘轟轟義蓬く電韓轟窪轟書韻齢亀ヽの浴鶴が犠想
q鷲塔告端ン柳隅繰:魯思析伊'告研繍継ぃ鏡寵選線離岳.才″電暴骨冒富暑畿鬼簿脅

2月 7日 (火)

2月 14日(火) 厳
原          修 室

  山 崎一宏 ・横尾r院代 .村岡月子

2月 21日 (火)  (           )  阿 比留利男 ・佐伯正襲 ・佐伯 緊

2月 28日 (火) 厳
原          修 室

  佐 伯利之 。永尾五助 ・出崎一宏

3月 7日 快 )注
  緊 努 名 墾品  馳

繁 B廣漸 夫 ・剛 躍 劉 男

3月 14日快 )厳
原     修 室

栂岡月子 ・横尾悦代 ・阿比留 朔

3月 28日 (火) 厳
原          1多 窒

  永 尾五助 ・佐伯利之 ・日高一夫

X相 識時間tま、年闘 君0購 ～年後 鶴齢簿8鋳 裁容です。

X相 識欝付|ま、整圏曇鋸に先薄】隠私なります。相談献、無料です。

※相説員は導Fl整壼途なることもありますので、最喜霞下さい。

上県町地域福祉センター

(上県田佐須奈乙339番地)
阿比留利男 ・廣澤秀夫 ・日高一夫

平
成
１８
年
の
幕
開
け
は
、
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

新
香
の
１
月
が
終
わ
り
、
２
月
に
突
入
し
た
わ
け
で
す
が
、
２
月
と

言
え
ば

，
・
・

「バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
」
、
好
き
な
人
に
チ
ョ
コ
で
気
持
ち
を
伝
え

る
素
敵
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

夏
の

「七
夕
」
、
冬
の

「バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
」
。
と
り
わ
け
若

者
に
と
っ
て
は

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
し
よ
う
。

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
朝
は
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
学
校
に
行
き

ま
し
た
。
そ
の
日
は
落
ち
着
き
が
な
く
、　
一
口
中
そ
わ
そ
わ
し
て
い

ま
し
た
。
机
の
中

・
下
駄
箱
を
何
度
も
確
認
し
た
り
、
自
然
と
気
に

な
る
子
を
目
で
追
っ
て
い
ま
し
た
。
１
時
間
目
の
授
業
が
始
ま
り
、

休
み
時
間
が
あ
り
、
昼
休
み
、
ま
だ
何
も
起
こ
り
ま
せ
ん
。
私
は
放

課
後
に
期
待
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
第
１
ス
テ
ー
ジ
、
授
業
が
終
わ
り
放
課
後
に
突
入
で
す
。

部
活
に
行
く
人
、
帰
宅
す
る
人
、
私
は
必
要
以
上
に
教
室
に
い
ま
し

た
が
何
も
起
こ
り
ま
せ
ん
。
部
活
が
終
わ
っ
て
か
ら
が
勝
員
だ
と
自

己
皓
示
を
か
け
、
郡
活
を
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
し
て
第
２
ス
テ
ー
ジ
、

部
活
が
終
わ
り
着
が
え
の
為
に
教
室
に
戻
っ
て
来
ま
し
た
。

机
の
中
を
恐
る
恐
る
確
認
す
る
と

・
・
・

ド
キ
ド
キ

ｔ
ワ
ク
ワ
ク
の
２
月
‐４
日
、
第
３
ス
テ
ー
ジ
ほ
訪
れ
る

事
な
く
、
私
の
期
待
を
大
き
く
裏
切
り
何
事
も
無
く
平
穏
に
終
わ
っ

た
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

来
年
こ
そ
は
と
警
い
足
早
に
家
に
帰
っ
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

あ
れ
か
ら
、
何
十
年
経

っ
た
だ
ろ
う
か
。
今
年
も
ド
キ
ド
キ

・
ワ
ク

ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

■この用紙は地球環境保護のため再生紙を示」用しています。 0


